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00 MG33, GOT42, GPT45，尿蛋白（刊 PSP試験軽度
障害，昭和44年8月1日，全麻下に開腹，肝に肉眼的
著変なく胆嚢癒着強〈中等度腫脹し胆砂様抵抗あり総
胆拡張し内1r.硬結触知す，胆嚢切除，総担管内T-tube
挿入手術終了，昭和44年10月7日軽快退院．同年11月
18日食欲不振，腹痛来し再入院， 11月29日夜半より尿
量減少12月1日死亡す．
剖検診断，肝内胆石症，肝膿蕩，両側腎ネフロー
ゼ，両肺ウッ血性肺水腫で，死因は肺炎，ネフローゼ
であった．
12.十二指腸カルヂノイドの1例
岐阜市民病院外科
三沢恵一
55才，男子．約2ヶ月半前より，軽度の心禽部痛が
あり，胃腸透視にて，十二指腸球部に陰影欠損を認
め，十二指腸ポリープの診断のもとに手術を行う．
全身所見，及び，一般臨床検査所見には，特記すべ
きことなし．腫膚は十二指腸起始部の前墜に存在し，
ほぽ掬指頭大．騒癌を被う粘膜の一部fr.小さい潰湯あ
り．肝及び，リンパ腺への転移は認めず．手術はB.I
法にて胃切胃十二指腸吻合術を行なった．
腫痛は，組織学的にカルチノイドと判明し，銀染色
により，腫腐細胞の噌銀性も認めた．
尚，本症には，カルチノイド症候群は認められなか
った．又，セロトニンの測定は行っていない．
13. 新生児持発性小腸穿孔の1例
大垣市民病院外科
森直之 蜂須賀出多男
森直和石川覚也村瀬允也
田本果司平松隼夫
症例は，生後3日目の女子である．出産時体重は，
3000grであり，主訴は，腹部膨満である．出生2時間
後より，腹部膨満を生じ，涜腸により少誌の排便をみ
たが，症状が増大する為に，当院受診した，レ線検査
により，遊離腹腔内ガス，水面像を得たので，穿孔性
腹膜炎として，開腹術を行なった．開腹してみると，
小腸下部に，約直径3mm程度の穿孔があり，この部分
を縫合閉鎖し， ドレーンを挿入して，手術を終了し
た．術後は，良好に経過し，徐々に体重も増大し， 1
ヶ月後，全治退院した．この症例は，穿孔部の癒着が
強く，充分の組織検索を行なえなかったが，下部腸管
の閉塞，その他，原因不明で，特発性に類するもので
ある．合わせて，若干の文献的考察をつけ加えて，報
告した．
15.四肢動脈の漫性閉塞性疾患，とくに閉塞
性動脈硬化症について
岐大第1外科（稲田潔教授）
岡田昭紀松浦昭吉鈴木剛
昭和43年8月より45年1月迄fr.29例の四肢動脈の慢
性閉塞性疾患を当教室に於いて，入院治療したが，内
訳は閉塞性血栓血管炎14例，閉塞性動脈硬化症15例で
ある．発症年令では前者では30才台1r.好発し後者では
50才台1r.於ける発病が圧倒的であった．女子の占める
割合は前者にはなく，後者1r.て3名のみであった．来
院時の症状は閉塞性血栓血管炎では閥歎性敏行を訴え
るものが約70%を占め，閉塞性動脈硬化症にては50%
であるが，その他比較的重篤な症状を呈するものが多
かった．閉塞部位はそれぞれ未梢動脈に多いが，閉塞
性動脈硬化症では高位動脈の閉塞を来したものが30%
弱，存在した．上肢動脈の閉塞を来したものは閉塞性
血栓血管炎の2例のみであった．上記疾患に対し症
状，閉塞部位I乙応じそれぞれ胸部，腰部交感神経切除
術，血栓内膜刻除術（＋パッチグラフト）指駈肢切断
を単独に，或は併用して施行し大部分に満足すべき結
果をおさめることができた．
16.会陰部機傷
絃波病院外科
和田英一 松波英一
会陰部機傷（impalementinjury）は極めて稀な
疾患であるが重篤な内臓損傷を併う事が多く注意して
外科的観察を要する外傷である．
症例， 30才男子， 3米の穴1r.墜落しコンクリート鉄
筋が瞥部に刺った．受傷後ほとんど無症状に過した
が， 6時間後急激に腹痛を来たし来院した．会陰部l乙
I工門7時の位置に紅門外口より3叩離れて直径le皿の小
創面を認めた．開腹せるに勝脱並1r.小脇2ケ所の穿孔
を認めた．術後経過良好で全治した．
